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･TPP生活者の立場で考えよう

・武田との環境保全協定《こ対する意見書

議藤沢にナウマンゾウがいた

｡武田薬品焼却炉委託に住民要求みのるI

一一一一一一一電〆"一一実験動物焼却炉の王00％外部委託を発表住民要求みのる
一昨年以来続けてきた武田薬品研究所の創薬・バイオ・実験動物焼却炉から湘南の環境と市民生活を守る市

民運動も、昨年12月26日行われた住民説明会に於いて、武田薬品大川取締役より、「動物実験の焼却は研究

所内部で行わず、100％外部委託する」と言う約束を取り付ける成果をあげた。これは､市民の署名や請願、

市民集会､周辺抗議パレーFなどの運動の中で、武田薬品という大企業を相手に、焼却炉が完成しているとい

う状況の下で稼働を翻意させたことは、住民運動にとって画期的な出来事といえる。

しかし、武田薬品はこの約束を協定や文書にすることは拒んでおり、また住民参加の安全協議会の設置は依

然拒否の態度を変えていない。武田薬品研究所から排出される公害は、焼却炉の穆鯉ばかりではなく、大量の

実験動物を削減させる問題、バイオ・遺伝子生成物、汚染した排水、諺演、P3実験問題等多岐にわたってお

り、引き続きこうした問題にも取り組み､少なくとも市民参加の安全協議会設置を実現させなければならない。

2月19日の操業開始(ご向職、市民参加の安全協議会の設置を

武田薬品は2月の19日に竣工式を行い、研究所の操業開始を行いたいと発表している。しかし、住民参加

の安全協議会設置問題では、昨年8月、11月に藤沢・鎌倉両市による住民意見の募集、パブコメ等に、武田

連絡会の対案を始め､多くの市民が意見を提出したにもかかわらず､両市と武田薬品が示した安全溺定案には、

全く市民の意見は採り上げられず、行政と武田薬品だけの協定になっている。行政は市民を代表して武田薬品

と協議するから市民の安全は守られると言って住民参加の安全協定の締結には消極的だが、今回の焼却炉の外

湖上問題に見られるように、最終的に武田薬品を動かしたのは住民パワーであり、市民参加抜きの安全協定は

ありえない。

安全嬢議会参加の市民代表ば、周辺自治会に限るべきではない

1月30日には、市民参加の安全協議会の設置などを求めて、第2回の住民集会と武田薬品周辺パレードが

行われた。武田薬品は周辺自治会との連絡会設置を持って安全協灘会に変えようとしているようだが、連絡会

と協議会とでは大違いである｡協議会はあくまでも双方協議の協議会であるべきであり、一方通行の連絡会で

あってはならない。また、市民代表も近隣自治会だけに限定すべきではなく、焼却炉ばかりでなく大量の研究

所排気で影響を受ける3km'圏内の市民、排水で影響をうける大清水浄

化センター並びに閲II下流域の住民も加えるべきである。

武田薬品研究所建設を巡る住民運動も、2月19日の操業開始を目前

に大きな山場を迎える段階となった。多くのみなさんの運動へのご支援

をお願いします。

（武田問題対策連絡会小林麻須男）

クイナ（越冬のため水辺に南下する）

－1－(砥姥濤蔀流ふじざわをめざしつ








